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元
豊
八
年
（
一
〇
八
五
）
五
十
歳 

五
月
、
常
州
に
い
て
作
る
。 

杜
甫
の
「
両
個
の
黄
鸝
翠
柳
に
鳴
く
」
の
絶
句
と
同
様
、
起
承
、
転
結
と
も
に
対
句
に
な
っ
て
い
る
。 

 
溪
陰
堂 

  

白
水
滿
時
雙
鷺
下 

 

白
水 

満
つ
る
時 

双
鷺

そ

う

ろ 

下
り 

綠
槐
高
處
一
蟬
吟 

 

緑
槐

り
ょ
っ
か
い 

高
き
処
一
蝉

い
ち
せ
ん

吟
ず 

酒
醒
門
外
三
竿
日 

 

酒
は
醒 さ

む 

門
外 

三
竿

さ
ん
か
ん

の
日 

臥
看
溪
南
十
畝
陰 

 
臥
し
て
看
る
渓
南

け
い
な
ん 

十
畝
の
陰 い

ん 

【
語
釈
】 

○
渓
陰
堂…

不
詳
※ 

白
水 

李
白
の
詩
に
「
青
山
北
郭
に
横
は
り
、
白
水
東
城
を
遶
る
」
○
白
水
・

緑
槐…

潘
岳
の
詩
に
「
白
水
庭
を
過
り
て
激
し
、
緑
槐
門
を
夾
ん
で
植
う
」
○
一
蝉
吟…

能
改
齋
漫

録
（
巻
八
）
に
東
坡
の
も
と
づ
く
所
と
し
て
唐
の
李
端
の
詩
を
引
く
、「
水
を
隔
て
て
一
蝉
鳴
く
」

○
三
竿
日…

竿
三
本
つ
な
い
だ
高
さ
の
太
陽
。
朝
寝
ぼ
う
し
た
こ
と
。
晋
書
天
文
志
に
「
日
出
で
高

さ
三
竿
の
と
き
、
朱
色
赤
黄
日
暈
あ
り
」
○
十
畝
陰…

白
居
易
の
池
上
閑
吟
に
「
荘
に
非
ず
宅
に
非

ず
蘭
若
に
非
ず
、
竹
樹 

池
亭 

十
畝
」 

※[

査
慎
行
註]

高
齋
詩
話
に
云
う
。
東
坡
の
「
真
州
の
范
氏
の
溪
堂
を
過
ぎ
る
」
詩
な
り
。
蓋
し
老

杜
の
「
兩
箇
黃
鸝
鳴
翠
柳
」
の
一
首
を
用
い
る
詩
意
也
。
此
れ
に
拠
れ
ば
則
ち
渓
陰
堂 
は
当
に
真

州 (

真
州
＝
江
南 

揚
州
府 

儀
真
県
）
に
在
り
。[

誥
案]

此
れ
名
作
也
。
李
に
足(

す
ぐ)
れ
り
、
杜

に
斉
し
く
駆
せ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清
・
王
文
誥 

輯
注
の
「
蘇
軾
詩
集
」
よ
り
抄
出 

【
通
釈
】 

す
み
き
っ
た
水
を
た
た
え
た
渓
流
に
、
二
羽
の
さ
ぎ
が
ま
い
お
り
、
緑
し
た
た
る
ば
か
り
の
槐
の 

樹
の
梢
に
、
一
匹
の
蝉
が
鳴
い
て
い
る
。
酔
い
が
さ
め
て
み
る
と
、
外
に
は
も
う
竹
ざ
お
三
本
ほ
ど 

つ
な
い
だ
先
の
あ
た
り
に
日
が
か
か
っ
て
い
る
。
よ
こ
に
な
っ
た
ま
ま
渓
流
の
南
の
十
畝
ば
か
り
の 

こ
か
げ
を
、
わ
た
し
は
い
ま
し
ず
か
に
な
が
め
て
い
る
。 

 
 

 

蘇
東
坡 

近
藤
光
男
よ
り
抄
出 

〘
参
考
〙 

絶 
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杜 

甫 

兩
箇
黃
鸝
鳴
翠
柳 

 

両
箇
の 

黄
鸝 

翆
柳
に
鳴
き 

 
 

 

一
行
白
鷺
上
靑
天 

 

一
行
の 

白
鷺 

青
天
に
上
る 

 
 

 

窓
含
西
嶺
千
秋
雪 

 

窓
に
は
含
む 

西
嶺 

千
秋
の
雪 

 
 

門
泊
東
吳
萬
里
船 

 

門
に
は
泊
す 

東
呉 

万
里
の
船 

 
 

 


